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写真貼付  講和の最初に講師の山崎先生より、この石狩管内

の美術教育の素晴らしさについてお話がありました。

それは「どの先生も生徒作品を見て、生徒が何を感

じ取っているのかを必ず語ることができる」という先生

が多いということでした。これは当たり前に出来ること

ではなく、私たちが取り組んできた石教研という研究

会の積み重ねてきた成果であり、その重要性と研究

の素晴らしさを会場に参加された先生方が改めて感

じることができたお話でした。 

写真貼付 
 昔の美術教育は基礎基本や表現するための技能

（技法）を中心に教えてきたが、今日まで授業をやっ

てきて感じてきたことは、「美術は様々な思考を繰り

返していくことで、それぞれの人格として身につく力に

なるのではないか」と思い始めたそうです。たくさんの

授業を見て、あるいは授業を通して段々と気づいてき

たと語ってくださいました。 

写真貼付 
 後半では３グループに分かれて、山崎先生が用意

した絵の中で１つの絵を選択し、その絵についてどの

ように感じたかを話し合いました。このように、１つの

絵を通して、“対話による美術鑑賞”を行うことで、

色々な見方や考え方があり、生徒間で自然と話し合

いもできるようになって、気づけば教師が何もしなくて

も生徒同士で考えを深めていく展開になると教えてく

ださいました。 

写真貼付 
 このように、１つの絵を通して、“対話による美術鑑

賞”を行うことは、とても大事なことで、“見る・考える・

話す・聞く”という条件の中で、教師側の発問が誘導

的にならないよう気をつけながら、色々な考えに触れ

る機会をつくり、人の意見を聞くことでどんどん変わっ

ていく考えを楽しみながら、授業もおもしろくなっていく

ことが理解できました。改めて、“対話による美術鑑

賞”がとても多様性のある授業であると思いました。 

 


